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NEXCO 東日本によるアクセラレータープログラム 

「E-NEXCO OPEN INNOVATION PROGRAM」の運営推進支援について 
 

 

 株式会社みずほ銀行（頭取：藤原 弘治）とみずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社（代

表取締役社長：大塚 雅広）は、このたび、東日本高速道路株式会社（代表取締役社長：小畠 

徹、以下「NEXCO 東日本」）のドラぷらイノベーションラボが主催し、本日より、エントリ

ー受付を開始するアクセラレータープログラム「E-NEXCO OPEN INNOVATION PROGRAM」の運営

推進支援業務を行うことをお知らせします。 

 

 

■NEXCO 東日本アクセラレータープログラム「E-NEXCO OPEN INNOVATION PROGRAM」について 

本プログラムは、NEXCO 東日本が保有する北海道～関東に跨る約 3,950km の高速道路、328

箇所の SA・PA（サービスエリア・パーキングエリア）をはじめとした広大なフィールドと事

業検証費用を活用し、幅広いパートナーとの共創で生み出したサービス・プロダクトを社会

実装して、事業化を目指すものであり、高速道路会社として初のアクセラレータープログラ

ムとなります。 

 

【募集テーマ】 

テーマ 1：ヒトとモノの移動のアップデート 

＜共創アイデア例＞ 

・新たな交通社会における「安心・安全」の実現 

・新しい「快適・便利」な移動による価値提供 

・未来の移動体験の創出 

 

テーマ 2：SA・PA を「休む場」から「地域経済を支える場」へ 

＜共創アイデア例＞ 

・地域コミュニティを活性化させる場づくり 

・地域の魅力の創出・発信 

・高速道路・SA・PA の新たな活用方法 

 

テーマ 3：サスティナビリティある事業運営の実現 

＜共創アイデア例＞ 

・脱炭素社会の実現 

・自然災害の対策・予知 

・循環型社会の構築 

 

 

 

 



 

【スケジュール】 

2021 年 9 月 1 日   エントリー開始 

2021 年 9 月 15 日   プログラム説明会（オンライン） 

2021 年 9 月 30 日   早期応募締切 

2021 年 10 月 31 日 23:59  最終応募締切 

～2021 年 11 月末日   書類選考・面談選考 

2021 年 12 月上旬   キックオフ 

2021 年 12 月上旬～   インキュベーション期間 

2022 年 3 月    事業化に向けた継続判断 

 

【プログラム説明会】 

開催日時：2021 年 9 月 15 日（水）16:00～18:00 

開催方法：オンライン開催 

申込方法：本プログラム専用サイトよりお申し込みください 

https://techplay.jp/event/827341 
※ご参加いただかなくても、本プログラムへの応募は可能です。 

 

【応募方法】 

本プログラム専用サイトからお申込みください。 

「E-NEXCO OPEN INNOVATION PROGRAM」（ドラぷらイノベーションラボ） 

https://eiicon.net/about/e-nexco-accelerator2021/ 
※オープンイノベーションプラットフォーム「AUBA（アウバ）」上に専用サイトを公開しています。 

※本プログラムの詳細は専用サイトをご参照ください。  

 

 

■〈みずほ〉の取り組みについて 

〈みずほ〉は、お客さまの事業戦略における戦略的パートナーとして、金融を超える新た

な価値を創造する『次世代金融への転換』を目指しています。 

 

NEXCO 東日本の新たな移動価値の創出、地域課題解決、地球環境保全に向けた取り組みに

共感し、〈みずほ〉は、eiicon company(パーソルイノベーション株式会社内 URL： 

https://eiicon.net/about/corporate/)と連携し、本アクセラレータープログラムの企画・

設計の支援、PR 戦略の構築、専用 Web サイト設置、事業推進の相談・アドバイス（メンタリ

ング）など、プログラム全体の運営推進をサポートします。 

 

本プログラムを通じて、〈みずほ〉は、強固な顧客ネットワークとオープンイノベーショ

ンやテクノロジー等に関する豊富な知見、事業開発に関するコンサルティングノウハウを最

大限発揮し、金融を超える新たな価値創造を通じ、「E-NEXCO OPEN INNOVATION PROGRAM」を

通じた新たな移動価値の創出、地域課題解決、地球環境保全に貢献していきます。 

 

以 上 

 


